
チームには⽬的があります。
チームのパフォーマンスを⾼めるには、⼼理的安全性を⾼める＝安⼼安全な場づくりに
努めることは重要ですが、コンフリクト（対⽴）を恐れず、⽣じたときに対応し、

有効な意思決定プロセスを経て課題解決をしていく必要があります。
世界で活⽤されている⼼理検査を⽤いて、認知スタイルの違いを理解し、

お互いの強みや課題、さらにチームの強みと課題について共通認識を持つためのプログラムです。
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成果をあげたいチームへ
幹部、⽀社・⽀店、プロジェクトチーム、営業チーム

このプログラムの特徴 -Features of This Program-

• 実際のチームで研修を受講することにより、チームビルディングを推進します。
• メンバーの強みをチームの成果に結びつける⽅法を⾒出せるようにサポートします。
• 性格タイプの理解をベースにすることで、チームの個性を活かした⽀援が可能です。
• 相互理解により、新しいチームの⽴ち上げをスムーズにします。
• タイプ理解を通じて、チーム内に起こるコンフリクトの傾向を知り、

パフォーマンスを意識した改善を促します。

弊社プログラム共通の特徴 -Our Program Features-

• 効果を⾼めるために、演習（エクササイズ）とディスカッションを中⼼に進めます。
• 相乗効果（ダイナミクス）の促進する ⼼理的アプローチでファシリテートします。
• ⾃⼰理解と他者理解が相互に進むことで、 信頼関係が深まります。
• ⼼理的安全性を⾼め、受講者間の建設的な フィードバックを促します。
• 集合スタイルと1on1を組み合わせることで、 ⾏動変容に繋がります。

導⼊事例:株式会社ヤオコー様（別紙参照)こんな状態を実現したい -What's your goal?-

• チームのパフォーマンスをあげ、会社全体での
相乗効果をあげたい

• チームで⾃⽴的に課題解決ができるようにしたい
• 本⾳でディスカッションできるチームにしたい
• 新しいチームをスムーズに⽴ち上げたい
• 実務に直結したリーダーシップ研修を実施したい

• 部下を育成できるマネジャーを育てたい
• 管理職のマネジメント能⼒を向上させたい
• 部⾨を越えて協⼒し合う組織にしたい
• 部⾨間の対⽴やミスコミュニケーションを改善したい
• 全組織的な視点を持つ社員を育成したい
• 異なる価値観を持つ社員の強みを活かしあう組織にした

い

• チームメンバーとして、効果的な貢献の仕⽅、
関わり⽅のヒントを得る

• チーム内の相互信頼感を増す
• メンバーがお互いに学びあうチームになる
• メンバーが個性を活かしあえるようになる
• 新しいチームを速やかに⽴ち上げるヒントを得る
• チーム内のコミュニケーションをスムーズにする
• 意⾒の違いを活かしあうチームを⽬指せるようになる
• パフォーマンスを上げるために建設的な議論ができる

チームになる
• 意思決定プロセスが変容する
• 相乗効果を出せるチームになるきっかけを得る
• 幹部育成をチームとして実施することで実際のマネジメントに

活⽤できる

チームビルディング
コンフリクトを超えてワンチームへ


